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校 訓 スクールコンセプト ともに夢と希望を育む鶴川内中 
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一 校 一 風 育てよう花と心と大きな夢を 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

月 日 曜 １月～２月の主な行事 

１ 

11 火 補充問題・錬成テスト 

12 水 ３年実力テスト（～13） 

14 金 
SC（ｽｸｰﾙｶｳﾝｾﾗｰ）（午後） 

臨時 PTA評議員・役員会 

17 月 いのちの授業（がん教育） 

18 火 
生徒集会（入試激励会） 

鹿児島定着度調査（～19） 

25 火 全校朝会，新入生説明会 

27 木 ＰＴＡ役員選出に係る話合い 

２ 

１ 火 安全点検日，生徒集会 

４ 金 学校運営協議会，３年ＰＴＡ 

８ 火 全校朝会，教育相談（～９） 

10 木 テスト前部活動停止 

12 土 立志式，記念講演，記念遠行 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

新年・三学期のスタート，校歌を読み解く 
 

校長  中山 武広 
 
令和４年，２０２２年を迎えました。本年もよろしくお願い申し上げます。 
おかげさまをもちまして２週間の冬休みも無事故のうちに経過し，１月８日，つつがなく三学期始業
式を行うことができました。地域・保護者の皆様のかねてからの見守りやお声かけに感謝申し上げます。 
始業式当日の８日早朝，登校してきた生徒たちの元気な声が校舎に響くと，冬休み期間中は冷え込ん
で閑散としていた校内が一気に活気づきました。子どもたちの元気な声と明るい笑顔があってこその学
校だと改めて感じることでした。始業式で各学年代表の３名が決意発表を行いましたが，それぞれ冬休
みの反省を踏まえながら，自身の状況に即した具体的な目標を立てていました。共通するキーワードは
「規則正しい生活」でした。全校生徒３６人，どの生徒も規則正しい生活を土台として，個々の更なる
成長を積み上げる３学期になればと願います。 

☆   ☆   ☆   ☆   ☆ 
さて，新年を迎えた１月３日，野田方面に出かけた際，上空に鳥の群れが舞っているのが目に入りま
した。もしやと思って安全な場所に車を停め，車外に出て空を見上げるとやはり鶴の群れでした。鳴き
声も聞こえます。私は，一昨年のこの時期，鶴中駐車場に立ちつくし，冬空を回転する鶴の群れを見上
げたことを思い出しました。それはまさしく本校校歌１番の「群れ田鶴はるか雲になき」の光景でした。 
昭和３１年５月５日に校歌制定発表会が行われていますが，作詞を手がけた花木純保先生は，この年
の正月の天空に群れ飛ぶ鶴を見て，その光景を歌詞に詠み込んだのかもしれません。あとに「岡辺に青
く麦萌ゆる」と続くことから考えても，麦が芽吹く１月頃の光景で間違いないように思われます。 
ところで，２番の歌詞に出てくる「黒杉」は当時の光景として想像でき，「史の跡」は桑原城趾かと
推測されますが，３番の「紺碧の海波静か」「遥かにかすむ沖小島」については東西南北どの方角の光
景かと，赴任したときから疑問に思っていました。どうがんばっても本校敷地内から海の光景は見えな
いのです。あとから沿革史を読んで推測したことは，かつて折口地区も校区であったことと関係してい
るのではないかということです。試しに折口方面に出かけ小高い場所に立ってみると，確かに，「紺碧
の海波静か」「遥かにかすむ沖小島」の光景が広がっていたのでした。 

☆   ☆   ☆   ☆   ☆ 
格調高い歌詞を読み解くと，群れ田鶴の舞は今より頻繁に見られたであろうこと，周辺には麦畑も多
かったらしいこと，海岸沿いまで校区に含まれていたこと，良質の黒杉の産地だったのかもしれないこ
となど，制定当時の本校区の様子が偲ばれます。学校創立から７６年目，校歌を制定してからは６７年
目となる本年が，本校及び校区にとってますます幸多き年となりますように。 

阿久根市立鶴川内中学校 

○ 夏休みの課題や過ごし方についてのプ

リントについて，ご家庭で読み合わせてい

ただき，健康・安全第一に過ごしていただ

今後の学校の統・廃合の在り方等につい
て地域で意見等をまとめることになります。 
１月１４日（金）１８：３０から，PTA
評議員・役員会を開催いたします。 

どちらの式においても生徒が見通し，
振り返り，つないだことを，自分の言葉で
しっかりと表現してくれました。 



努力目標 三学期の目標を立て，新年の決意をしよう。 一事徹底  目標実現に向け学習に取り組もう。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 ★ 1000ｍｌのメスシリンダ-と二人分のコーヒー（全校朝会の話より） 
大きな空の容器にいっぱいになるまでその中にゴルフボールを入れた。ゴルフボ

ールで満杯になると，「この容器はいっぱいですか？」と尋ねた。生徒は「まだまだ」
と答えた。次に，用意していた小石を容器の中へと注ぎ始めた。容器を振ると，小石
はボールとボールの間に入り込み，隙間を埋めていく。小石が詰まった容器に次は，
砂を取り出し，それを容器へ注いでいった。もちろんその砂は，瓶の中の石のすき間
を埋めていく。砂でいっぱいの容器に最後は，水筒に入れていたコーヒーを取り出
し，砂と砂のすき間を埋めるように，瓶へと注いでいく。 
「これは，あなたの人生を表しています。ゴルフボールは，あなたの家族や両親，健
康，友人，情熱など，重要なものを表しています。たとえ他の全てを失っても，重要な
ものは残り，あなたの人生は満ち足りたものであり続けるはずです。小石は，あなた
の家，車レベルの重要なものを指します。砂は，その他の小さなものを表します。もし，
あなたが最初に砂で容器をいっぱいにしてしまったとしたら，小石やゴルフボールを
入れるスペースはなくなってしまうでしょう。同じことが人生にも言えます。 
小さなことに，全ての時間とエネルギーを費やしてしまったら，決して重要なものを
手にすることなんてできません。あなたの幸せにとって重要なものを大切にしてくださ
い。健康を，家族と友人と過ごす時間を大切にしてください。将来の夢を叶えるため
に今すべきことに力を注いでください。そんな人生において重要な “ゴルフボール”
を一番に大切にしてください。優先事項を決めることです。他のものは，小石や砂で
スキマ時間を使ってできることも多いものです。」「それでは，コーヒーは何を表して
いるのか？これは，あなたの人生がいくら手一杯に見えたとしても，友人と一緒にコ
ーヒーを飲む余裕くらいはいつだってあるんだ。ということを意味しています。」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

12月６日（月）に，技術・家庭科（家庭

分野）の授業で３年生が実習しました。 

みどりが丘保育園に伺
い，授業で自作したおもちゃ
で工夫しながら幼児とふれ
合う体験をして，遊びの意義
や関わり方を学びました。 

 

12月 12日（日）に，生徒 12人，保護者 11人で
学校の門松づくりを協力して行いました。 

多くの方のご協

力で，鶴中らしい

門松が出来上が

りました。ご協力

に感謝いたしま

す。生徒が最後の

仕上げをして，「協

働」を感じること

ができました。とて

も和やかで温かい

雰囲気の中で行う

ことができました。

ご協力ありがとう

ございました。 

12 月 27 日（月）に，市内の３つの中学

校の生徒が集まり，会議が行われました。 

５人の代表生徒が参加し，いじめ

問題の取組状況と来年度の計画，将

来のまちづくりと，県外の学校との交

流について話し合いました。 

受賞しました！おめでとうございます！ 
■ 阿久根市英語暗唱・弁論大会 最優秀賞 坂松星空（2）青木椿花南（3）  

入  賞 貴島麻衣（3）宮前凪綺夢（1）児玉泰成（1） 
■ 阿久根市小・中学校読書感想文コンクール優秀賞 木下和哉（1）坂松星空（2）青木椿花南（3） 
■ 中学生の税についての作文 出水税務署管内青色申告会連合会会長賞 青木椿花南（3） 
                   阿久根商工会議所会頭賞 山下太一（3）出水地区酒造協議会会長賞 宮前凪綺夢（1） 
 

12月８日（水）に，保健師，助産師さん

に来ていただき，ご指導いただきました。 

保健体育科の授業の一環
として，性に関して，専門的な
立場から生命の尊さ，互いに
違いを認める大切さ等につい
て学びました。 

 
12月 21日（火）に，生徒会が主体で企

画し，カラオケ大会が行われました。 

５組の７人の生徒が熱唱

し，他の全校生徒とともに，大

盛り上がりでした。前日まで

の準備を生徒会主体で行い，

年末の思い出になりました。 



   


